大革命前後のフランスの音楽教育 : カトリックと共和派の闘争の狭間で by 井上 さつき
























































24 mixed muses no.3
ブル）は 40 万フラン強であった。大革命前のフランスは音楽教育に多額の予
算を割いていたわけである。
　メトリーズの定員は 2 人から 10 人までで、シャルトル、ルーアン、パリの




















とした生まれであることを誓わなければならなかった（Br 思 an : 74）。つまり、
メトリーズに入れるのは、カトリック信者の子供だけだったのである。ちなみ
に、国王の名においてプロテスタントに信仰の自由と戸籍が与えられたのは大












日の日課を見てみよう。これは 1748 年の規則に基づくものである（Lescat: 
20）。
　午前 6 時半　起床、　祈祷所で祈り
　午前 7 時〜一時課の開始 15 分前まで　ラテン語の勉強
　朝食
　　　三時課　ノートル＝ダム大聖堂でミサ
　午前 10 時半から 12 時　音楽のクラス
　正午　昼食
　午後 1 時〜 2 時　　音楽の講習
　　　晩課で歌う唱句の練習

















スは三部会の召集からバスティーユの占拠（1789 年 7 月 14 日）を経て、封
建制の廃止と人権宣言（8 月）、共和国宣言（1792 年 9 月）、ルイ 16 世の処
刑（1793 年 1 月）、ジャコバン党による恐怖政治（1793 年〜 1794 年）、テ
ルミドールのクーデタ（1794 年 7 月）を経て、ナポレオン・ボナパルトの登
場に終わる激動の時代を体験した。一方、対外的には 1792 年に対外戦争がは
じまり、最初は防衛戦、ついで拡張戦、という長い対外戦争の時代が続いた。
　教会は 1789 年 8 月、封建的諸権利を放棄し、10 分の 1 税も廃止されたが、
これは、従来自前で維持してきた教会、学校、神学校、施療院、貧民救済など
の諸事業の財源を喪失し、国家に全面的に依存することを意味した。同年 11












可欠と判断し、1801 年 7 月、1 年あまりの交渉の末、政教協約「コンコルダート」
を締結した。これによって、「共和国政府は、カトリックにして使徒伝来のロー
マの宗教が、フランス市民の大多数の宗教であることを認め」、この宣言とひ




























パリ音楽院の歴史に立ち入る余裕はないが、1814 年 11 月 7 日、パリ音楽院
の創設者であり、1795 年以来院長の座にあったベルナール・サレットは政治
的な前歴を理由に罷免され、パリ音楽院の冬の時代が始まった。この後、エル
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バ島から脱出したナポレオンが返り咲く百日天下の時期、サレットは再びパリ
音楽院の院長に任命されるが（1815 年 3 月 23 日）、ナポレオンがワーテル
ローの戦いで敗れて、第二次王政復古の時代が始まると、再度罷免されてしま







1816 年 3 月には名称を「王立歌唱・朗唱学校」と変えて再出発することになっ























































































に至っていた。寄宿生として男子 16 名、児童 4 名、女子 6 名がおり、通学生




　七月革命以前、ルイ 18 世没後、シャルル 10 世が王位についた復古王政末
















典音楽学校」である。七月王政下の 1831 年 5 月、国家の助成金は 46,000 フ
ランから一挙に減らされ、ショロンは恩給の名目で 12,000 フランを得るのみ
となった。その厳しい状況の中で、ショロンは娘と婿、何人かの生徒、オルガ
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ン教師と共に、細々と学校を続けたが、1834 年失意のうちに世を去った。そ
の後、婿が仕事を引き継いだが、ほどなく閉校せざるを得なかった。しかし、ショ
ロンが教えた生徒の中から、作曲家のイポリット・モンプ （ー1804 − 41）やヴィ
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